








要旨: 1995 年,1996 年の 2年間の受診患者を対象に実施した第 14 回川崎病全国調査で,調

査項目になった急性期血小板数の最低値について検討を行った.対象 12531 例中,急性期の

血小板数最低値の記載があった 11927例について,血小板数(/μl）と年齢・性,診断,ガン

マグロブリン治療および心後遺症の有無を比較検討した.今回の調査結果から,全体では

30 万以上 35 万未満の区分が最も多く分布していた．年齢別の分布は年齢の増加とともに

血小板数の減少傾向を認めた.ガンマグロブリン治療群,心後遺症あり群の方が血小板数の

減少傾向を認めた.冠動脈瘤の重症度による比較では巨大冠動脈瘤を認めた群は特に血小

板数が低い傾向を認めた.血小板区分別の心後遺症出現率では血小板数最低値が少ない区

分および多い区分で心後遺症の出現率が高い傾向が認められた.川崎病急性期の血小板減

少は,重症度,心後遺症のリスクファクターのひとつであり,第 14 回全国調査成績からも血

小板数は重要な指標であると考えられた.


